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はじめに
陶行知は中国近代の著名教育家として知られている。1917年に留学から帰国し，1946年に逝去す
るまで，中華民国時期において，彼の「生活即教育」，「社会即学校」，「教，学，作合一」など新たな
教育理念および「暁荘師範学校」，「育才学校」，「山海工学団」など革命的な教育実践は当時教育界の
注目を浴びた。1917年にアメリカから帰国し，南京高等師範学校の教官に迎えられ，子どもを教育
の主体にしようとする教育改革を提唱し始めた。その後，大学の教職を辞め，半植民地という中国の
社会現状の中で，児童の創造力を開発するための「六大解放」理論および教育と生活との結合に関す
る「生活教育」理論を提起し，その推進に尽力した。それは，教育の平等を強調する平民教育の普及，
農村地区における教育の展開および児童創造性の開発であった。
「文革」後，陶行知の教育思想が再認識されるようになり，陶の教育理論に関する研究は中国全国
に広がっている。「改革開放」政策が実施されて以来，中国教育システムは飛躍的な発展を果たした。
2012年に中国教育部の統計によれば，9年義務教育（小中学校）率は 91.8％であり，学齢児童の小学
校入学率は 99.85％に達している（１）。生徒の学力の面から見れば，OECD学習到達度調査結果により，
上海市は 2回（2009年と 2012年）とも「数学的応用力」，「読解力」，「科学的応用力」の 3分野でトッ
プを独占する。しかし，上海市生徒の学力は中国全土の生徒の学力を代表することはできない，中国
教育における地域間の格差問題は無視できない。2009年に北京大学中国社会科学調査中心の統計（２）
によれば，農村戸籍住民の大学学歴を持つ人口の割合はわずか 0.7％であり，中学校卒業程度以上の
人口は 20％未満である。それに対して，都市戸籍国民の大学学歴を持つ比率は 12.3％であり，中学
校卒業程度以上の人口の比率は 85％に達している。農村部と都市部の教育格差が広く存在すること
が明らかになった。一方，現在まで，自然科学分野のノーベル賞を受賞する中国研究者は一人もいな
い，経済発展は労働密集型産業に依存している。中国の科学振興が出遅れた原因の一つは教育の質の
低下であると言われており，都市部の教育システムでも，受験教育，暗記主義，実践力の不足など様々
な問題点が指摘されている。1990年代以来，教育格差の解消および生徒の自主性を促し，実践力を
育成するための「素質教育」の推進が現代中国教育の二大目標となり，中国における教育システムの
再建設と改革が行われてきた。その過程で，中国近代教育改革の先行者，平民教育と創造性教育の提
唱者である陶行知の教育理論と実践は教育改革の重要な理論的支柱となり，中国各陶行知研究組織に
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より，教育の質の向上および教育格差の是正に関する改善努力が払われている。
近年，陶行知の教育理念と教育実践に関する研究，論文は多数ある。先行研究について言及すれば，
前文に言及した教育の質の向上および教育格差の解消・教育発展の均衡化を追求する現代中国の教育
改革をめぐって，陶の教育理論と実践を現代中国に適用しようとする研究は注目されている。代表的
な研究者としては中国教育格差問題の研究者である李燕と陶の「暁荘師範」教育精神，教育方法の研
究者である何炳章らを挙げることができる。
李の研究は近年，中国で注目されている「流動人口子女教育」問題を研究している。都市と農村の
発展の不均衡状況により，農村から都市部への出稼ぎ「農民工」の人数は増大しつつあり，中国特有
の「戸籍制度」が災いして，これらの労働者の子ども教育は困難になり，都市部教育と農村教育の格
差がさらに拡大し，無視できない社会問題になっている。こうした中で，北京市大興区の「流動人口
子女」を対象とした「行知新公民学校」の創立と陶行知思想に基く特色のある教育実践が李の研究課
題となっている（３）。
何は，1927年に陶行知が南京市の「暁荘」と呼ばれた地域に開設した「暁荘師範学校」の教育理
論と実践を研究している。近年の沿海部，都市部優先発展の政策により，中国の西部地区や農村地区
と沿海部や都市部との経済格差，教育格差が拡大しつつある中で，何は，農村地区における教育と生
活の結合を目指した子どもの潜在能力を開発するための「六大解放」思想および「教，学，作合一」
の「暁荘」教育理念を現代中国で実施する可能性について研究している（４）。
前述のように，今日の中国では，教育の質の向上と地域間の教育格差の解消という二つの問題が提
起されている。この二つの問題の解決策を探索する上で陶行知の平民教育思想および子どもの自立性
を培う「創造性教育」，教育と生活の結合を強調する「生活教育」などの教育方法が現代教育改革に
意義あるものと認識され，陶行知研究は全国範囲に拡大し，盛んになっているのである。特に，「中
国陶行知研究会」の成立（1985）以来，陶行知教育思想に関する研究および陶の理論に基く新教育の
実践は組織的に展開されてきた。しかし，中国において，陶行知教育思想に対する認識および彼の
教育理念に関する研究は紆余曲折の困難な過程を経てきた。本稿では，1946年から現在に至るまで，
中国における陶行知研究の歴史過程を考察し，教育の質の向上と教育格差の解消という理想に基づ
き，「中国陶行知研究会」を中心とする改革開放期の現代中国教育における陶行知研究（中国では「陶
研」と言う）と教育実践活動の意義と将来性を分析する。
１，中国における陶行知研究の曲折（1946 ～ 1978）
1946年，陶行知逝去後，彼の教育思想は全面的に肯定され，その教育方法は新民主主義の教育と
いう位置づけがなされた。当時の著名な教育学者や共産党の高層も積極的に評価し，敬意を表明した。
当時の陶行知評価については以下の例が挙げられる。
郭沫若は「二千年前の孔仲尼，二千年後の陶行知。」（５）と評価している。また，陸定一（６）は中国共
産党を代表して述べた陶行知の悼辞の中で，「教育事業において，陶行知先生は人民の力と知恵を深
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く信じた。そこで彼は，人民は自ら自己を解放できると考えた。彼は人民自身が自ら行う教育のみが
理想的教育であると主張した。」（７）と述べている。したがって，陶の死去直後，彼の教育思想に対す
る評価は肯定的であり，人民に奉仕する教育思想として，中国教育界に重要な位置を占めたのである。
しかし，1951年，映画「武訓伝」の上映に伴い，この映画を毛沢東は批判したが，この批判は陶
行知に対する批判へと展開していく。即ち，陶行知の思想と武訓（８）の思想とは一致していると見な
され，それは革命活動により，資本家，搾取階級を完全打倒することではなく，ただ「改良主義」（９）
の教育観に過ぎないという。いわゆる「階級闘争」が白熱化するにともない，1950年代初頭から，「文
化大革命」の終焉を迎える 1970年代の後半まで，中国における「陶研」は停滞することになった。
「文革」当時，中国の教育システムは後退を余儀なくされ，機能停止状態に陥った。1976年，10年
間の文化大革命が終了し，1978年に改革開放政策が登場した。国務院は 1978年 2月，教育部の「全
国重点高等教育機関の回復と適切な運営に関する報告」を承認し，中国における教育システムの再建
設と改革が行われた。この過程で活動し，中国近代教育改革の先駆者であり，生活教育の提唱者で
あった陶行知の教育理論と実践は公的承認（表 1，陶の名誉回復）が得られ，教育復興事業の一環と
して，陶行知思想が再認識され，「陶研」が次第に回復し，さらに拡大に向かった。
表 1　中国における陶行知研究簡略年表（1950～）（10）
年　代 内　　　容
「陶行知学習」から「陶行知批判」へ（1950 ～ 1978）
1950年 8 月 周恩来首相の指示により，南京暁荘師範学校の再開が決まった。
1951年 2 月 南京暁荘師範学校開学式，新入生は 90人。
1951年 4 月 『武訓伝』が上映，陶行知に対する批判の開始。
1966年夏 「文化大革命」が開始，陶に対する批判が激しくなる。
陶行知の名誉回復及び「陶研」の拡大化（1979 ～）
1979年 3 月 南京暁荘師範学校「陶行知教育思想研究組」設立。
1979年 9 月 陶行知研究専門家の斉藤秋男が中国訪問，陶行知の墓を拝謁。
1981年 10月
「陶行知誕生 90周年記念大会」が北京で開催，陶行知の名誉回復を公的に行う。大会の司会者
は鄧頴超。
1983年 11月 第一回「陶行知思想研究会」が開催，全国からの代表 200人参加
1984年 10月 陶行知記念館が安徽省歙県（陶の故郷）に開館。館名は胡耀邦（11）の親筆
1985年 9 月 「中国陶行知研究会」が成立，初代会長は劉季平（陶の 1927年に成立した暁庄師範学校の学生）
1991年 10月
「陶行知誕辰 100周年記念大会」が北京で開催，中央政治局李瑞環常務委員，李鉄映委員，国務
委員張勁夫，胡僑木，雷潔瓊ら参会，『陶行知全集』が出版。
1994年 9 月 南京「行知園」が開園，園名は国家主席の江沢民の親筆。
1996年 3 月 陶行知の直弟子，方明が陶行知研究会会長に就任。
1996年 10月 「陶行知研究国際研討会」が開催，大会の題名は李鵬首相の親筆。
2006年 1 月 『生活教育』雑誌が復刊。
2010年 3 月 「中国陶行知研究会による農村教育に関する建言」が『人民日報』で発表。
2012年 9 月 「山海工学団」創立 80周年記念大会が上海市山海小学校で開催。
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1980年代から，中国における陶行知研究が盛んになった要因は，以下のようにまとめられる。
①  中国における陶行知思想研究の開始は「文革」後ではなく，新中国成立直後の 1950年代である。
1950年代初期の朝鮮戦争と中期からの「階級闘争」運動により，陶のアメリカ留学は批判され
出した。さらに，「文革」期に入り，「教育無用」論の影響が広がり，「陶研」の停滞が続いてい
たが，「文革」後の 1981年，陶行知の名誉回復が公的に行なわれ，「陶研」を再開する基礎がで
きた。
②  1985年に中国陶行知研究会が成立してから，地方の各陶行知研究組織と協力し，陶の理論研究
および陶の思想に基づく教育実践など，組織的な「陶研」活動が多様に行われ，陶行知実験学
校が多数設けられ，「陶研」の理論研究かつその理論に基づく実践活動が全国に広がった。こう
した過程で，陶の教育理論が現代中国教育にも意義あるものと認識されるようになり，中国に
おける「陶研」が盛んになってきた。
以下では，1980年代以降，中国における「陶研」の発展について述べることにする。
２，「中国陶行知研究会」の誕生と発展
既述のように，1980年代以来，「陶行知研究ブーム」が中国大陸全土に広がり，陶行知から学ぼう
とする動きが拡大している。現代中国における陶行知の教育思想研究の推進と陶の教育理念の現代中
国教育改革への導入について言及すれば，中国陶行知研究会（中陶会）が実施した陶の理論に基づく
教育改革の進行は重要である。「中陶会」は中国教育部の指導の下に 1985年 9月 5日に成立した非営
利団体（NPO）である。陶行知教育思想研究の拠点として，全国各省，市，自治区に 23支会が設置
されている（2013年 8月 20日時点）。それに，北京総会の下位に以下の十専門教育委員会がある。
① 学前教育（12）専業委員会 ;
② 農村教育実験専業委員会 ;
③ 農村師範教育専業委員会 ;
④ 小学（小学校）教育専業委員会 ;
⑤ 中学（中学校）教育専業委員会 ;
⑥ 女子学生教育専業委員会 ;
⑦ 行知職業教育専業委員会 ;
⑧ 民弁教育（私立教育）専業委員会 ;
⑨ 陶行知記念館（室）工作委員会 ;
⑩ 農民工子女教育専業委員会。
現代中国における陶の思想研究やその理論の具現化は主に中国陶行知研究会によって行われてい
る。「中陶会」の目的は，（1）陶行知の教育理論と実践の研究，（2）教育公益事業の推進の 2点であ
る（13）。以下では，この 2点に関する「陶研」の実施状況をそれぞれ考察する。
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（1）陶行知の教育理論と実践の研究
教育質の向上を図り，全国各レベルの学校や教育組織が陶の思想を学ばせ，教育実践活動の経験を
交流させるために，「中陶会」と各地の陶行知研究組織は陶の思想に基づく教育活動の心得などを文
書化し，出版する。『生活教育』（陶行知が 1934年創刊，1936年停刊，2006年復刊）『愛満天下』，『行
知研究』など，陶の教育理論と精神を宣伝する雑誌がある。それに加えて，陶行知教育思想研究会な
ど，陶の思想に基づく教育各分野の焦点問題をめぐる討論会が行われている。「中陶会」成立以来の
陶行知の教育理論に関する研究については表 2に列挙している。
表 2で示されたとおり，陶行知の教育思想に基いて，現代中国の国情に合わせて，教育の質の向上
と農村教育の発展を追求することが「中陶会」の「陶研」活動の目的と見られる。
一方，現代中国の経済，社会発展の進行と緊密に結びつき，学校教育において，陶行知の教育理論
に基づく教育方法を実施する可能性を探索するために，「中陶会」は地方の教育組織と協力関係を築
きつつある。また，「中陶会」の審査を経て，全国各地の小学校と中学校（一部は高校と専門学校）
を選び，「陶行知実験学校」が各地に設けられている。「陶行知実験学校」となった学校は「中陶会」
の指導を受け，日常の教学活動の中に，陶行知の教育思想を取り入れ，地域の特色を活かし，かつ学
生の学習自主性，各教育活動に参加する積極性を求めモチベーションを高める多様な教育方法を活用
することを目指している。本地区，本校の実際状況に合わせて，陶行知教育思想と融合した特色のあ
る「北京黒芝麻胡同小学校」（陶行知実験学校）の事例をあげておく。
表 2　中国陶行知研究会の「陶研」活動（14）
時　間 場　所 活 動 内 容
1988年 1 月 広州市
「陶行知師範教育思想研討会」
参会者 90人，論文 54篇。
1988年 12月 広西省桂林市
「陶行知生活教育理論研討会」
参会者 75人，論文 50余篇。
1989年 10～ 12月 安徽省休寧県 「農村地区における農業科学技術の教育経験研究会」
1998年 10月 四川省成都市
「全国素質教育研討会」
参会者 120人，論文 65篇
2001年 8 月 黒竜江省呼蘭県 「全国農村教育改革研討会」
2005年 12月 北京市 「全国農民工子女教育研討会」
2006年 11月 四川省重慶市 「全国陶行知郷村教育思想と農村教育改革学術研討会」
2007年 6 月 山西省太原市 「師範教育と農村教育改革の促進研討会」
2009年 8 月 貴州省貴陽市 「陶行知教育思想と西部農村教育発展論壇」
2013年 11月 江蘇省南京市 「陶行知教育思想理論研討会」
北京黒芝麻胡同小学校における「陶研」活動
北京黒芝麻胡同小学校は 1923年設立された歴史をもつ小学校である。2006年 10月に「陶行知実
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験学校」になって以来，陶行知が提唱する「教・学・作合一」教育理念と創造性教育の思想に基いて，
「教育大綱」（学習指導要領に相当）に規定される教育課程に加えて，以下の「校本課程」（本校の特
色のある課程）を開発し，子どもの多様な成長，発達と創造性の育成を目指している（15）。
①  「美術と京劇文化課程」京劇は北京市特有の芸術の一種であり，中国の伝統文化の中に重要な位
置を占める。本課程では，「教・学・作合一」の教育思想に基づき，京劇の臉譜（隈取）と美術
に関する知識を取り上げ，子どもの伝統芸術への理解を深めながら，美術の修養を積んでいる。
②  「経貿知識浸透課程」身の回りのことを例として，簡単な経済や貿易知識を取り上げ，子どもの
視角からの理解を求め，創造的に問題を考える能力を培う。
③  「メディア素養課程」は中国（大陸地区）初のメディア知識に関する課程といわれている。新聞，
テレビなど，各種類のメディアの機能を子どもに紹介し，子どものモチベーションを引き出し，
メディアに対する理解および運用能力を育てる（16）。
校内の校本課程に加えて，生徒の校外での社会体験活動も重視される。2011年 10月 14日，生徒
全員参加の社会体験の「青空博覧」活動が以下のように行われた（17）。
① 1，2年生は職業体験基地で社会人体験を行う。
② 3，4年生は自然博物館，天壇公園で科学知識の学習を行う。
③ 5，6年生は円明園の中で語文，歴史知識を習う。
以上の実践例を見れば，黒芝麻胡同小学校における創造性教育は陶行知の「教・学・作合一」に基
づき，「校本課程」，校外学習など多様な教育方法を開発することによって，基礎知識力を養いながら，
生徒の豊かな社会性を磨いている。北京黒芝麻胡同小学校の杜軍校長は 2011年 10月 18日に開催さ
れた「陶行知誕辰 120周年記念大会」で「陶行知教育賞」を受賞することになり，学校の独特の教育
実践は陶行知研究専門家の認可を得た。
以上の考察により，「陶行知実験学校」では，陶行知の「創造性教育」，「教・学・作合一」などの
教育思想を現代教育に適用しようとする実験を行っている。「実験学校」の学校数に関する最初の統
計（2011年 12月末時点）では全国に 120校があり，2012年 12月末時点での統計によれば，132校
に増加している。
（2）教育公益事業の推進
近年，市場経済の著しい発展により，中国の都市部，所得水準の高い沿海地域や北京，上海など大
都市へ移動する「流動人口」が急速に増加している。周知のように，中国における「戸籍」制度は厳
格に実施されており，戸籍制度と経済格差に根差す農村と都市の「二重社会構造」がある。改革開放
政策が実施されるまで，地域間の人口移動は厳しく制限されており，農村部と都市部の人口はそれぞ
れ，「農業戸籍」と「非農業戸籍」（＝都市戸籍）に分離された。しかし，近年，農業地区出身の出稼
ぎ労働者（「農民工」と言う）を中心とする「流動人口」が急速に拡大しており，2012年の統計によ
れば（18），中国農民工の人数は 26,261万人という驚異的人数に上り，その中に 16,336万人は出稼ぎ労
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働者であり，さらに 3,375万人は子ども連れの出稼ぎ労働者である。「農民工」全体の教育程度につ
いて，小学校卒業程度は 14.3％，中学校卒業程度は 60.5％，高校卒業程度は 13.3％，中等専門学校卒
業程度とそれ以上は 10.4％，残りの 1.5％は非識字者である。教育部『2012年全国教育事業発展統計
公報』によれば，親が働いている都市部で在学中（義務教育段階）の農民工の子どもは全国 1,393.87
万人という巨大な人数である。都市部の「都市戸籍」の制限により，出稼ぎ農民工の子どもが生活し
ている地域での就学は困難であり，小学校から高校までの入学は戸籍が必要とされ，大学の入試でも
戸籍に所属する故郷に戻って試験を受けなければならない。近年，農民工の子どもの「失学」問題が
注目されている。出稼ぎ労働者の子どもは親と同様に十分な教育を受けられず，さらに不良少年，犯
罪者になる恐れもある。2007年前半の統計では，上海市の未成年犯罪者の 80％は非上海戸籍の子ど
もであり，非常に厳しい状況である（19）。
陶行知は生涯にわたって農村教育を重視し，「暁荘師範学校」，「山海工学団」，「育才学校」など，
彼の教育実践の大部分は農村地区を拠点として展開されている。中国陶行知研究会は誕生してから農
村教育に注目している。十専業委員会の中に，三つの委員会は農村教育の専門委員会（農村教育実験
専業委員会，農村師範教育専業委員会，農民工子女教育専業委員会）である。実践例を挙げれば，「中
陶会」と中国青少年発展基金会などの公益団体の支援を受け，2001年 8月 6日に創立した北京市大
興区行知公民学校と 2003年 1月 17日に創立した北京市西門紅学校は，教育の機会から漏れた「農民
工」子女のために建てられた民営（私立）学校である。
2002年から，中国各陶行知研究組織は全国各地の教育専門家を集め，農民工子女教育を主題とす
る専門研究学術会が下記のように定期的に行われ，2013年まで 6回開催された。
①  2002年 12月 28日，上海市青浦区で中国陶行知研究会第 1回農民工子女教育研討会を開催し，
11省，市，自治区の農民工学校校長 62人が参会する。
②  2004年 12月 10日，上海市華東師範大学で全国第 2回農民工子女教育研討会を開催し，全国の
農民工学校校長，教師 100余名および政府側の担当者，各地の教育専門家 200余名が参会する。
③  2005年 12月 16日，北京市海澱区で全国第 3回農民工子女教育研討会を開催し，200余名の教
育界代表が参加する。
④  2006人 11月 23－ 24日，湖北省武漢市で第 4回農民工子女教育研討会を開催し，同会で「中陶
会」農民工子女教育専業委員会が成立する。
⑤  2007年 11月 4－ 6日，浙江省杭州市で全国第 5回農民工子女教育研討会を開催する。
⑥  2013年 6月 6－ 7日，全国第 6回農民工子女教育研討会が上海で開催する。
以上の専門研究会に加えて，上海師範大学陶行知研究センターは長年農民工子女教育に注目し，上
海市の農民工子女を研究対象とする専門研究を行い，農民工人数の変化，子どもの生活状況と教育実
態に関する調査，統計により，農民工流入の主要都市である上海市を例として『上海農民工子女教育
青書』という農民工子女教育に関する専門の報告書を 2013年 6月に公布され，これは農民工子女教
育に関する重要な研究成果であり，今後の農民工子女教育を推進する理論的参考となっている。
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以上の考察でわかるように，中国における「陶研」は全国的に活動しており，教育の質の向上およ
び農村教育，貧困者教育など現代中国教育が直面する問題の解決策を模索することが「中陶会」の教
育活動の内容選定の原則と見られ，「陶行知実験学校」の教育実践を通して，陶の教育理念が現代教
育に生かされており，現代中国教育の質の向上が目指されている。
３，おわりに
本稿では，1980年代，陶行知の名誉回復が公的に行われて以来，中国大陸における陶行知研究活
動の歴史と近年の動向について考察した。1950年代初期から，1970年代後期まで，陶行知思想への
批判が続いていたため，中国における陶行知研究が全般的に行われるようになったのは 1980年代以
降である。1985年，「中陶会」成立以来，陶行知教育思想に立脚し，陶の社会改造理念に基づいて，
教育の視点から様々な社会問題の解決策が探索されている。「陶行知実験学校」や「行知学校」の設
立と農村教育，農民工子女教育に関する研究は近年，中陶会の「陶研」活動の重要な一環となってい
る。これらの活動を通して陶行知の平等，奉仕精神が学ばれるとともに，中陶会の公益活動も推進さ
れている。
一方，陶行知の「生活教育」理論では，発達の源泉としての日常生活を強調する。学習と身の回り
の生活を結合する教育理念に基づき，陶行知は毎日の授業以外の時間に教師と生徒がともに労働に従
事するという，教育と労働の結合を実践した。「暁荘師範学校」を建てる時，彼らは協働して教師と
学生の宿舎から図書館，教室などに至るまでの建築物を自らの力で造った。こうした実践的活動を通
して，授業で学ぶと同時に，子どもの「団体意識」を育て，社会性を磨いている。陶の実践例をその
まま模倣するのではなく，現代社会の状況に応じて，陶行知教育思想に基づいて現代教育問題を再考
し，教育改革のあり方を検討することは有益である。現代中国教育システムは「受験戦争」の過程で
生まれ強化されてきた知識至上主義により，知識や技能を一方的に教え込むことに偏りがちであり，
体験的，実践的な学習が不足している。したがって，「中陶会」を中心とする陶行知の思想に立脚し
た教育方法の研究は現代の中国教育を考える上でもその先駆的意義を有している。
本稿の考察のように，現代中国における陶行知教育思想の理論研究は「中陶会」の主導の下に行わ
れており，陶の思想に基づく教育実践は「陶行知実験学校」など各地区の教育現場の教育者によって
実施されている。2012年度「中陶会工作意見」は「現在の教育改革をめぐって，発展の重点と難点
問題に関する仕事を展開し，陶行知教育思想を伝承し，農村教育，一般教育，弱者教育へのサービス
意識を強化し，中国教育の現代化を図る」（20）という行動指針を表明している。つまり，「中陶会」の
基本理念は社会変動期の中国社会の弱者グループに教育の扶助サービスを提供しながら，教育の質の
向上を追求することである。改革・開放路線の下，現代中国の教育改革は急スピードで進められ，目
覚ましい成果を挙げている一方で，多くの問題や矛盾を引き起こしている。教育発展の綱領的政策で
ある『国家中長期教育改革と発展規劃綱要（2010－ 2020）』により，教育の質の向上と教育格差の解
消が現代中国教育改革の二つの目標として明確に提示されている。これらの目標を達成するために，
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「中陶会」が主導する理論研究と新教育方法の実践が様々な形で進められている。こうした状況の中
で，陶行知の教育理論と教育実践は，そのますますの研究の発展が期待されているといえよう。
注⑴ 中国教育部「2012年全国教育事業発展統計公報」http://www.moe.gov.cn/publicfiles/business/htmlfiles/
moe/moe_633/201308/155798.html　2013年 12月 3日閲覧
　⑵ 「毎百名農業戸籍人口僅 0.7名大学生」『中国青年報』2009年 3月 4日
　⑶ 李　燕「現代中国の＜陶行知学校＞」『創大中国論集』第 7号　2004年 3月　pp. 55–76
　⑷ 何炳章 「遠東一種偉大之現象―暁荘精神和它的鍛造者陶行知先生」『学術界』第 97期　2002年 6月　
pp. 243–252
　⑸ 溝口貞彦「陶行知論争」　『東京大学教育学部紀要』　1977年 3月　p. 321
　⑹ 陸定一：中国共産党の高級幹部である。国務院副総理，中央宣伝部部長，文化部部長を歴任する。
　⑺ 前掲　「陶行知論争」p. 321。
　⑻ 武　訓（1838～ 1896）は清代の教育者である。生涯を貧しい人々の無料教育に捧げた。学校の資金を集め
るために，30年にわたって，乞食してまわった。
　⑼ 社会体制を根本的に変革することではなくて，資本主義の社会制度を維持することを前提として，社会の
矛盾を部分的に改善しようとする思想である。
　⑽ 以下の資料により筆者作成：①辛国俊「中国陶研 50年大事記」『南京暁荘学院学報』（2001），②中国陶行
知研究会公式サイト http://www.taoxingzhi.org，③馮雪紅「最近 10年来陶行知熱点問題研究概観」『中南民
族大学学報』（2003），④劉颖「新中国初期陶行知批判的歴史考察」『理論月刊』（2012），⑤慕景強「新世紀
10年陶研重大事件盘点（2000–2009）」『麗水学院学報』（2012），⑥教育部公式サイト：http://www.moe.gov.
cn/publicfiles/business/htmlfiles/moe/s3607/201004/83313.html。
　⑾ 当時の中国共産党中央総書記。
　⑿ 3歳から 6歳の学齢前児童に対する教育を指す。
　⒀ 前掲，中国陶行知研究会公式サイト。
　⒁ 辛国俊「中国陶研 50年大事記」『南京暁荘学院学報』（2001）と中国陶行知研究会公開資料により筆者作成。
　⒂ 「北京黒芝麻小学校パンフレート」筆者の学校訪問による入手資料（2012年 9月 4日）
　⒃ 張　潔　毛東頴　徐万佳「媒介素養教育実践研究―以北京市東城区黒芝麻胡同小学為例」『中国広播電視学
刊』2009年第 3期
　⒄ 『北京黒芝麻胡同小学校校刊（2011–2012）』筆者の学校訪問による入手資料（2012年 9月 4日）
　⒅ 中国国家統計局 2012年全国農民工監測調査報告：http://www.stats.gov.cn/tjfx/jdfx/t20130527_402899251.
htm　2013年 11月 1日閲覧
　⒆ 上海師範大学陶行知研究中心『上海民工子女教育藍皮書』2013年 6月　p. 4
　⒇ 「中陶会 2012年工作意見」中国陶行知研究会公式サイト：http://www.taoxingzhi.org/default.php?mod=arti-
cle&do=detail&tid=620972　2013年 11月 14日閲覧
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